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令和３年度の開催日及び議事

２

開催日 令和３年１１月４日(木）オンラインにて実施

議事 １.令和2年度船橋市母子保健事業実施報告について
２.船橋市母子保健計画令和2年度進捗について
３.通所型産後ケア事業の導入について
４.妊婦一般健康診査について
５.コロナ禍における各団体の活動及び対応状況について



１.船橋市母子保健事業の報告について（人口動態統計①）
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１.船橋市母子保健事業の報告について（人口動態統計②）
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１.船橋市母子保健事業の報告について（人口動態統計③）
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6
 子育て世代包括支援センター ふなここ（子が18歳になるまで）

ひよこ教室（事後フォロー教室）

１歳６か月児健康診査
・集団健診（４保健センター）

・内科個別健診（医療機関）

３～６か月健康診査（医療機関）

予防接種のお知らせ（生後２か月の１週間前）

・新生児、産婦訪問指導
・こんにちは赤ちゃん事業 乳児家庭全戸訪問
・低体重児・未熟児訪問

生後１か月健康診査
（医療機関） 宿泊型産後ケア事業

産婦健康診査２回

新生児聴覚検査１回

特定不妊治療費助成
一般不妊治療費等助成

不妊専門相談

医療の給付
・養育医療(2,000ｇ以下、在胎３７週以内、未熟性)
・療育医療(結核で入院)
・育成医療 (１８歳未満の手術目的の入院)

・パパママ教室
・妊婦訪問指導

子育て世代包括支援センター ふなここ（子が18歳になるまで）

・妊娠届による母子健康手帳交付
・妊婦健康相談

・妊婦健康診査１４回（医療機関）
・妊婦歯科健康診査（医療機関）

妊娠

出産

母子保健ボランティア養成

「離乳食はみがき教室」
９～１１か月児第１子対象

９～１１か月健康診査（医療機関）
４か月児健康相談
（４保健センター）

２歳６か月児歯科健診
（４保健センター）

３歳児健康診査
・集団健診（４保健センター）

・内科個別健診（医療機関）

船橋市母子保健事業概要図 （ ）全数把握 医療機関委託 医療費助成給付 新規事業

１.船橋市母子保健事業の報告について（母子保健事業実績①）



妊婦面接等
妊娠届出数 (件) 面接率 (%)

平成３０年度 4,919 99.98

令和元年度 5,026 99.98

令和２年度 4,731 99.98

郵送１件

郵送１件

７

郵送１件

１.船橋市母子保健事業の報告について（母子保健事業実績②）



妊婦健診
受診票交付数(件)（a） 健診受診件数(償還含)(件)（b） 平均受診数(件)（b/a）

平成３０年度 4,919 60,245 12.2

令和元年度 5,026 59,701 11.9

令和２年度 4,731 55,416 11.7

産婦健診

出生数
（件）

２週間健診 １か月健診

受診件数 受診率 受診件数 受診率

平成３０年度 2,350 1,367 58.17 1,765 75.1

令和元年度 4,744 2,896 61.04 3,788 79.85

令和２年度 4,485 2,385 53.18 3,718 82.9

平成３０年度は平成３０年１０月～平成３１年３月、令和元・２年度は４月～翌年３月までのデータ。
８

１.船橋市母子保健事業の報告について（母子保健事業実績③）
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１.船橋市母子保健事業の報告について（母子保健事業実績④）
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宿泊型産後ケア
申請数 利用数

平成３０年度 110 103

令和元年度 113 105

令和２年度 161 145

１０
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１.船橋市母子保健事業の報告について（母子保健事業実績⑤）



１１

学校数 クラス数 実施者数

平成３０年度 54 525 15,513

令和元年度 54 681 20,189

令和２年度 ― － －

フッ化物洗口事業

１.船橋市母子保健事業の報告について（母子保健事業実績⑥）



１２

船橋市母子保健計画

○基盤課題Ａ 切れ目ない妊産婦・乳幼児への

保健対策

○基盤課題Ｂ 学童期・思春期から成人期に向

けた保健対策

○基盤課題Ｃ 子どもの健やかな成長を見守り

育む地域づくり

○重点課題① 育てにくさを感じる親に寄り添

う支援

○重点課題② 妊娠期からの児童虐待防止対策

○重点課題③ 事故予防対策の推進

２.船橋市母子保健計画令和2年度進捗について



指標 ベースライン 令和２年 評価 目標値

妊娠・出産に満足している割合 80.8％ 71.8％ 85％

3歳児健康診査時点での予防接種完了率 67.9％ 69.3％ 70%

フッ化物洗口事業を実施している小学校のクラス
の割合

49.1％ 未実施 100％

この地域で今後も子育てしていきたいと思う保護
者の割合

94.6％ 94.9％ 98％

ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間がある
保護者の割合

4か月児：90.9％
1歳6か月児：81.7％

3歳児：71.5％

4か月児：89.3％
1歳6か月児：84.8％

3歳児：75.6％

4か月児： 93％
1歳6か月児： 85％

3歳児： 75％

育児が楽しいと思える保護者の割合
4か月児：90.8％

1歳6か月児：85.6％
3歳児：77.1％

4か月児：91.2％
1歳6か月児：84.7％

3歳児：77.0％

4か月児： 95％
1歳6か月児： 90％

3歳児： 80％

体罰や暴言等によらない子育てをしている保護者
の割合

4か月児：89.7％
1歳6か月児：74.8％

3歳児：56.6％

4か月児：91.3％
1歳6か月児：78.6％

3歳児：61.1％

4か月児：100％
1歳6か月児： 78％

3歳児： 60％

事故予防に気をつけている保護者の割合 13.9％ 17.6％ 30％

母子保健計画の指標と評価評価指標（一部抜粋）

１３

２.船橋市母子保健計画令和2年度進捗について



３.通所型産後ケア事業の導入について
～令和4年度からの導入に向けた検討～

１４

基盤課題C 切れ目のない妊産婦・乳幼児への保健対策

課題の説明 親子が孤立することなく、子どもが健やかに成長できるまちを目指す。

目 標 （健康水準）船橋市で子育てしたいと思う保護者が増える
（環境整備）妊産婦にやさしい地域づくりができる

評価指標 （健康水準）この地域で今後も子育てしていきたいと思う親の割合。
（環境整備）産後ケア事業の実施種類

※5年後「通所型」「訪問型」も実施

「船橋市母子保健計画」での位置づけ



３.通所型産後ケア事業の導入について
～令和4年度からの導入に向けた検討～

１５

◆協議内容・結果
【内容】部会開催前に①～⑤について母子保健部会構成員に意見聴取。意見を踏まえての方向性を説明

①「通所型（デイサービス）」の実施について

②「通所型（デイサービス）」の対象について

③「通所型（デイサービス）」の内容について

④「通所型（デイサービス）の自己負担金について

【結果】

①「個別対応型」で実施。

②委託医療機関について、産科医療機関に加え小児科医療機関の参入の可能性あり。「生後1年未満」で検討。

③必須項目として「利用時間7時間程度」「母親の食事提供」「母親がお昼寝もできるスペース（ベッド）の確保」「助産師

による授乳・育児状況の把握と相談」。可能な施設があれば、オプションとして「送迎」」「兄弟同伴」独自対応。

④委託料金の設定と併せて財政部局と今後検討。生活保護世帯、市民税非課税世帯についての減免措置は対応。



４ 妊婦一般健康診査について

１6

【船橋市の経緯】

平成 9年 母子保健法の一部改正により、実施主体が県より市に移譲

平成20年 雇児母発第０１１６００１号厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長通知

「妊婦健康診査の公費負担の望ましいあり方について」 施行に伴い「妊婦一般健康

診査」の公費負担回数を2回から5回へ拡充

平成21年 「妊婦一般健康診査」の公費負担回数を5回から14回へ拡充

【妊婦健診の実情】 市内産科の先生より、妊婦健診を14回を超えて出産を迎える妊婦が３割

位いるという実態があるとご意見をいただく

【４か月児健康相談】 問診票の集計から、妊娠週数が40週を超えて出産を迎える方が３割程度

だったことが判明



４.妊婦一般健康診査について

１7

◆協議内容・結果
【内容】妊婦健康診査が１４回になったのは、妊婦健康診査を受ける方の平均回数が参考となっている。

そのため、14回よりも少ない人も、多い人もいるのは当然のことである。超えている分を公費で

助成する仕組みを創設できないか。

【結果】出産までに妊婦健康診査を14回超えて受けている方がどういう状況の方々なのか実態を調査

して、14回を超えている方に対する支援の在り方について検討する。



５.コロナ禍における各団体の活動及び対応状況について
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５.コロナ禍における各団体の活動及び対応状況について

１9
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就学前までの母子保健事業一覧（令和３年９月末現在）

事業名の枠の色 桃色：継続又は再開 緑色：縮小して実施又は再開 黄色：実施見合わせ中



５.コロナ禍における各団体の活動及び対応状況について

20

◆経験のない感染症の急激な拡大に伴い混乱が生じた
・母子担当→事業の中止、再開の判断。感対策。
・医療現場→コロナウイルス感染者、感染疑染いの者を受け入れる際の

感染対策。（妊婦は特に）
・住民 →外出自粛からくる、孤独な育児による育児ストレス、育児

不安の増大や虐待の増加、経験不足からくる発育発達の遅
れの懸念
ビザ切れの外国籍妊婦の増加

◆母子保健業務の遂行に係る課題
・集団健診、体験学習と感染対策の両立
・ICT活用のための知識不足、機器不足
・人員不足



団体名 発言内容

校長会 給食の状況。音楽と体育の授業が困難。オンライン授業による学習効果の向上と意欲継続の難しさ。

養護教諭部会 定期健康診断は実施。学校行事の中止や延期（修学旅行や外部講師を招いての講演会、職場体験）。

医師会（小児科医） 運動不足が際立っている。肥満が増加傾向。感染者の情報システムは状況把握に有効。

医師会（小児科医） ワクチン接種勧奨。運動不足の影響。生活の乱れと気力の低下。不定愁訴や学校にいけない児の増加。
保育園児の健診では、例年より幼い印象・体幹の力がついていない。

医師会（産科医） 感染妊婦の受け入れ先がなかった。個人施設の多い産科施設が、医療者側が感染により休診となった場合
の妊婦の受け入れ先の問題。

医師会（総合病院産科医） コロナ感染の妊婦の受け入れのための病床確保と、それに伴う外来や入院制限。一般の妊婦がハイリスクに
なってしまう状況と。

幼稚園連合会 保育の現場は４密（密閉・密集・密接・密着）。感染流行時の閉園の判断の苦慮とそれに伴う保育料の無償化
の問題。

歯科医師会（歯科医） 歯科診療所での感染対策。（もともと環境整っているためしっかり活用。オゾン消毒追加）

栄養士会 子ども食堂での体験（食事回数が減っている児童）。フードバンクの食材配布の増加。

助産師会 初発症状が発熱の乳腺炎の相談対応の遅れ。訪問拒否と、逆に滞在時間が長くなる場合の対応。

民生児童委員 相談対応時の発言に気を払う。（例えば「ワクチン接種をする・しない」等、人によって考え方はさまざま。）
２１

５.コロナ禍における各団体の活動及び対応状況について



ご清聴ありがとうございました


